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中央図書館　1日（月）、８日
（月）、11 日（木・祝）、15 日（月）、
22 日（月）、26 日（金）、29 日（月）

韮山図書館　3日（水）、10 日（水）、
11 日（木・祝）、17 日（水）、24 日（水）、
26 日（金）

長岡図書館　1日（月）、8日（月）、
11 日（木・祝）、15 日（月）、22
日（月）、26 日（金）、29 日（月）

2 月 の
休 館 日

幸田文、向田邦子、宇野千代ら
7人の女性作家が作品の中で描い
た台所と食にまつわる道具60個
を紹介。わからないものは専門
家に聞いて使ってみる。　【長岡】

『あの人の台所道具』
台所育ち読書会（著）／アスペクト

手作り野菜のある暮らしの楽しさ
を教えてくれる様々な道具。その
選び方のコツ、楽しみ方のアイデ
アを提案。　　　　　　　【韮山】

『菜園道具ガイド　使うものが一目
でわかる』

植松良枝（監修）／美術出版社

■  『台所道具の本』主婦の友社（編）／主婦の友社【長岡】

■  『家庭菜園・農園道具の便利帳』原由紀子（著）／大泉書店【長岡】

■  『水彩画で綴る大工道具物語　竹中大工道具館収蔵品』
 　  竹中大工道具館／（文），安田泰幸（画）／朝倉書店【韮山】

■  『ＤＩＹ道具の便利帳』西沢正和（監修）／大泉書店【中央】

■  『「和の道具」できちんと暮らす』加藤裕子（著）／ポプラ社【中央】

今月のおすすめ　～道具にこだわる～

手仕事や料理など、暮らしの中で私
たちを助けてくれるさまざまな道具。
上手に使いこなしていますか？

ホームページで設定した著
者やタイトルの本が入っ
たら、メールでお知らせ
します。例えば “ 著者・東
野圭吾 ” と設定すると、東
野圭吾の本が市内３館のい
ずれかに入った際に通知し
ます。このサービスを利用
するには、あらかじめパス
ワードとメールアドレスの
登録が必要です。

■新着本お知らせサービス

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

人の台所道具

無
事
試
射
を
終
え
、
完
成
し
た
南
部

産
銑
鉄
製
18
ポ
ン
ド
カ
ノ
ン
砲

は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
、
江
戸
へ
廻か

い

送そ
う

さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
重
量
物
で
あ

る
大
砲
を
輸
送
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
相

応
の
船
が
必
要
で
す
。
そ
の
役
割
を
担
う

こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
幕
府
所
有
の
帆
船

「
鵬

ほ
う
し
ょ
う
ま
る

翔
丸
」で
し
た
。
鵬
翔
丸
は
、元
「々
カ

タ
リ
ナ
・
テ
レ
ジ
ア
」
と
い
う
イ
ギ
リ
ス

の
商
船
で
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
に

幕
府
が
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
練
習
船
と
し

て
購
入
。
そ
の
後
、
江
戸
に
廻
航
さ
れ
、

軍
艦
操
練
所
で
練
習
船
・
輸
送
船
と
し
て

運
用
さ
れ
た
、３
本
マ
ス
ト
の
帆
船
で
す
。

　

万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
７
月
、
ロ
シ

韮山反射炉で作られた南部産銑鉄製カノン砲

（その 5）

文化財通信
その128

問 市役所文化財課
☎ 055-948-1428

ア
か
ら
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
大
砲
類（
注
）

を
江
戸
へ
運
ぶ
た
め
、
鵬
翔
丸
は
下
田
港

へ
廻
航
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
韮
山
反
射
炉
の
18
ポ
ン
ド

カ
ノ
ン
砲
も
併
せ
て
運
ぶ
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。
ま
ず
、カ
ノ
ン
砲
を
江
之
浦（
現

沼
津
市
）
で
積
み
込
み
、
そ
の
後
、
下
田

に
寄
港
し
て
ロ
シ
ア
の
大
砲
を
積
み
込
ん

で
、
江
戸
へ
戻
る
計
画
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
７
月
17
日
に
品
川
を
出
港

し
た
鵬
翔
丸
は
、
23
日
、
下
田
港
の
大
浦

付
近
に
投

と
う
び
ょ
う錨

し
て
い
る
の
が
目
撃
さ
れ
た

の
を
最
後
に
、
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

す
。
折
か
ら
の
激
し
い
風
雨
に
よ
り
入
港

で
き
ず
、
同
日
夜
の
間
に
、
湾
外
に
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
翌
日
か
ら
行
わ

れ
た
捜
索
の
結
果
、
下
田
港
の
南
５
㎞
ほ

ど
の
横
根
と
い
う
島
で
、
座
礁
し
て
い
る

鵬
翔
丸
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
船
体
は
真

ん
中
か
ら
折
れ
て
転
覆
し
た
状
態
で
、
乗

組
員
40
人
も
行
方
不
明
と
な
る
大
惨
事
で

し
た
。

　

こ
の
事
故
に
よ
り
、
カ
ノ
ン
砲
は
、
新

た
に
廻
船
を
雇
っ
て
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
運
賃
の
調
整
な
ど
に
時

間
が
か
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
ノ
ン
砲
を

積
み
込
ん
だ
船
（
江
戸
鉄て

っ
ぽ
う
ず

砲
洲
大
嶋
屋
三

右
衛
門
の
船
）
が
沼
津
港
を
出
帆
し
た
の
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は
、
お
よ
そ
５
カ
月
後
の
11
月
28
日
の
こ

と
で
し
た
。
船
は
、
12
月
23
日
に
江
戸
品

川
沖
に
到
着
。
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
た

12
月
29
日
、大
森
町ち

ょ
う
う
ち
ば

打
場
（
幕
府
の
大
砲
・

鉄
砲
の
演
習
場
、
現
東
京
都
大
田
区
）
に

陸
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
鋳
型
の
製
作
が
開
始
さ
れ

た
４
月
か
ら
数
え
て
お
よ
そ
９
カ
月
後
、

南
部
産
銑
鉄
製
18
ポ
ン
ド
カ
ノ
ン
砲
は
、

よ
う
や
く
江
戸
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
こ
の
カ
ノ
ン
砲
が
品
川
台
場
の
ど

こ
に
配
備
さ
れ
た
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ

は
不
明
で
す
。
と
は
い
え
、
と
も
に
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産

で
あ
る「
橋
野
高
炉
跡
」と「
韮
山
反
射
炉
」

は
、
１
門
の
カ
ノ
ン
砲
を
通
じ
て
、
確
か

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
注
） 

安
政
の
大
地
震
に
と
も
な
う
津
波

で
座
礁
、
沈
没
し
た
ロ
シ
ア
使
節
の

乗
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
の
乗
組
員
を
救
助

し
、
代
船
ヘ
ダ
号
を
建
造
し
て
ロ
シ

ア
人
た
ち
を
帰
国
さ
せ
た
こ
と
に
対

し
て
謝
意
を
表
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア

が
ヘ
ダ
号
に
乗
せ
て
日
本
に
送
り
返

し
て
き
た
数
十
門
の
大
砲
。

「反射炉御用留年々用」万延元年 7月 28 日条
（公益財団法人江川文庫蔵）

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
約
６
割
が
紙
・
布

類
で
す
。
少
し
で
も
燃
や
せ
る
ご
み
を

減
ら
す
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
の

減
量
に
協
力
を

小
さ
な
紙
も
資
源
で
す

ハ
ガ
キ
や
カ
レ
ン
ダ
ー
、
お
歳
暮
の
包

装
紙
な
ど
、
小
さ
な
紙
も
貴
重
な
資
源

で
す
。「
か
み
の
日
」の『
そ
の
他
の
紙
』

へ
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

  

そ
の
他
の
紙
の
例

菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
紙
箱
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・
ラ
ッ
プ
の
芯
、

メ
モ
用
紙
や
名
刺

問 

市
役
所
廃
棄
物
対
策
課　

☎
０
５
５
（
９
４
９
）
６
８
０
５

燃
や

せ
る

ごみに入れてい

ま
せ

ん
か

？

紙
・
布
類


